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国
際
会
計

外
国
為
替
レ
ー
ト
が
存
在
し
な
い
場
合

の
Ｉ
Ａ
Ｓ
21
号
修
正
案
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

監
査
役
等
と
監
査
人
と
の
連
携
に
関

す
る
改
正
共
同
研
究
報
告
、公
表

─
監
査
役
協
会
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ

監
　
　
査

去
る
４
月
14
日
、
日
本
監
査
役
協

会
お
よ
び
日
本
公
認
会
計
士
協
会

は
、「
監
査
役
等
と
監
査
人
と
の
連

携
に
関
す
る
共
同
研
究
報
告
」
の
改

正
版
を
公
表
し
た
。
前
回
の
改
正

（
２
０
１
８
年
１
月
）
以
後
の
監
査

基
準
改
訂
や
監
基
報
の
改
正
等
を
踏

ま
え
、
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
。主

な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

改
訂
監
査
基
準
に
係
る
改
正

２
０
２
０
年
11
月
の
監
査
基
準
改

訂
を
踏
ま
え
、「
２
監
査
役
等
と
監

査
人
と
の
連
携
と
効
果
」
の
「
①
監

査
基
準
等
に
お
け
る
関
連
規
定
」
に

お
い
て
、
監
査
人
が
、
職
業
的
専
門

家
と
し
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
判
断

し
た
事
項
を
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
と
し
て
決
定

す
る
こ
と
等
が
追
加
さ
れ
た
。

改
正
監
基
報
260
に
係
る
改
正

２
０
１
９
年
２
月
、
同
年
６
月
、

２
０
２
０
年
８
月
の
監
基
報
260
「
監

査
役
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
改
正
を
踏
ま
え
、「
４
連
携

の
時
期
及
び
情
報
・
意
見
交
換
す
べ

き
基
本
的
事
項
の
例
示
」
の
「
監
査

人
に
関
す
る
重
要
な
事
項
」
に
「
規

制
当
局
又
は
日
本
公
認
会
計
士
協
会

に
よ
る
懲
戒
処
分
等
の
内
容
」
等
が

追
加
さ
れ
た
。

改
正
監
基
報
701
に
係
る
改
正

２
０
１
９
年
２
月
の
監
基
報
701

「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
に
お

け
る
監
査
上
の
主
要
な
検
討
事
項
の

報
告
」
の
公
表
を
踏
ま
え
、「
２
監

査
役
等
と
監
査
人
と
の
連
携
と
効

果
」
に
お
い
て
、
監
査
人
が
Ｋ
Ａ
Ｍ

の
選
定
過
程
に
あ
た
っ
て
、
監
査
役

等
と
協
議
し
た
事
項
の
な
か
か
ら
特

に
注
意
を
払
っ
た
事
項
を
決
定
す
る

こ
と
等
が
追
加
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
４
連
携
の
時
期
及
び
情

報
・
意
見
交
換
す
べ
き
基
本
的
事
項

の
例
示
」
に
お
い
て
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
に
関

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、

日
程
等
の
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

改
正
監
基
報
720
に
係
る
改
正

本
年
１
月
の
監
基
報
720
「
そ
の
他

の
記
載
内
容
に
関
連
す
る
監
査
人
の

責
任
」
の
改
正
を
踏
ま
え
、「
４
連

携
の
時
期
及
び
情
報
・
意
見
交
換
す

べ
き
基
本
的
事
項
の
例
示
」
に
「
そ

の
他
の
記
載
内
容
を
構
成
す
る
文
書

並
び
に
そ
の
発
行
方
法
及
び
発
行
時

期
の
予
定
」
等
が
追
加
さ
れ
た
。

去
る
４
月
20
日
に
、
国
際
会
計
基

準
審
議
会
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
Ｉ
Ａ

Ｓ
21
号
「
外
国
為
替
レ
ー
ト
変
動
の

影
響
」
を
修
正
す
る
公
開
草
案
「
交

換
可
能
性
の
欠
如
」（
以
下
、「
公
開

草
案
」
と
い
う
）
を
公
表
し
た
。

公
開
草
案
は
、
あ
る
通
貨
が
他
の

通
貨
に
交
換
で
き
る
か
否
か
の
決
定

と
、
交
換
で
き
な
い
場
合
に
は
ど

の
よ
う
に
会
計
処
理
が
さ
れ
る
か
を

扱
っ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
期
限
は
、
２
０
２
１
年

９
月
１
日
ま
で
。

公
開
草
案
公
表
の
経
緯

Ｉ
Ａ
Ｓ
21
号
は
、
外
貨
建
取
引
や

機
能
通
貨
の
異
な
る
在
外
子
会
社
等

の
在
外
営
業
活
動
体
の
業
績
に
お
け

る
換
算
に
関
す
る
会
計
処
理
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、
こ
の
換
算
に
は
通
常

は
直
物
為
替
レ
ー
ト
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
直
物
為

替
レ
ー
ト
は
、
即
時
に
交
換
で
き
る

為
替
レ
ー
ト
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
21
号
で
は
、
２
つ
の
通
貨

間
で
一
時
的
に
交
換
可
能
性
が
欠
如

し
て
い
る
場
合
の
外
貨
建
取
引
の
換

算
に
使
用
す
べ
き
為
替
レ
ー
ト
に
関

し
て
は
す
で
に
示
し
て
い
る
。

一
方
で
当
該
基
準
書
は
、
あ
る
通

貨
が
他
の
通
貨
に
交
換
で
き
な
い
よ

う
な
、
観
察
可
能
な
為
替
レ
ー
ト
が

存
在
し
な
い
場
合
（
交
換
可
能
性
の

欠
如
が
一
時
的
で
な
い
場
合
）
に
使
用

す
る
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
示
し
て

い
な
い
。
今
回
の
公
開
草
案
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。

公
開
草
案
の
概
要

公
開
草
案
で
は
、
２
つ
の
通
貨
間

で
交
換
可
能
性
が
欠
如
し
て
い
る
場

合
に
は
、
換
算
の
対
象
と
な
る
外
貨

建
取
引
日
に
お
け
る
直
物
レ
ー
ト
を

見
積
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

直
物
レ
ー
ト
の
見
積
り
の
際
に
は
、

次
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
べ
き
と
さ

れ
て
い
る
。

⑴　
仮
に
当
該
通
貨
が
他
の
通
貨
に

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

れ
ば
、
交
換
取
引
を
締
結
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
レ
ー
ト

⑵　
市
場
参
加
者
間
で
の
秩
序
あ
る

取
引
に
適
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
レ
ー
ト

⑶　
現
在
の
経
済
状
況
を
忠
実
に
反

映
す
る
レ
ー
ト

ま
た
、
直
物
レ
ー
ト
を
見
積
る
に

あ
た
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
観
察
可
能
な
為

替
レ
ー
ト
と
し
て
の
直
物
為
替
レ
ー

ト
の
見
積
り
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

①　
交
換
可
能
性
を
評
価
す
る
目
的

以
外
の
直
物
為
替
レ
ー
ト

②　
通
貨
間
の
交
換
可
能
性
が
回
復

し
た
の
ち
に
最
初
に
入
手
で
き
る

為
替
レ
ー
ト

さ
ら
に
、
２
つ
の
通
貨
間
の
交
換

可
能
性
が
欠
如
し
た
こ
と
に
よ
り
、

直
物
為
替
レ
ー
ト
が
見
積
ら
れ
た
場

合
に
は
、
財
務
業
績
、
財
政
状
態
、

お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
与

え
る
交
換
可
能
性
の
欠
如
に
よ
る
影

響
を
理
解
す
る
た
め
の
情
報
を
開
示

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
次
の
情
報
を
開

示
す
べ
き
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

ⅰ　
交
換
可
能
性
の
欠
如
の
性
質
と

財
務
上
の
影
響

ⅱ　
使
用
さ
れ
た
直
物
レ
ー
ト

ⅲ　
見
積
り
の
過
程

ⅳ　
交
換
可
能
性
の
欠
如
に
よ
り
さ

ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
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公
認
会
計
士
の
行
う
監
査
に
は
、

監
査
対
象
と
の
関
係
に
お
い
て
独
立
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
認
会

計
士
法
に
規
定
が
あ
り
主
に
親
族
関

係
や
一
定
の
額
を
超
え
る
金
銭
貸
借

関
係
を
有
す
る
会
社
等
に
対
し
て
は
、

監
査
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

の
定
め
る
会
則
お
よ
び
倫
理
規
則
の
な

か
で
、
詳
細
な
取
扱
い
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
の
倫
理
規
則
は
、
日
本

公
認
会
計
士
協
会
が
所
属
す
る
国
際

団
体
の
定
め
る
倫
理
規
程
と
の
整
合

性
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公

認
会
計
士
に
は
、
厳
し
い
独
立
性
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
企
業
組
織
に

籍
を
置
く
公
認
会
計
士
（
社
外
役
員

を
含
む
）
に
も
、
組
織
内
と
い
う
環
境

を
考
慮
し
つ
つ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

独
立
性
を
監
査
論
的
側
面
か
ら
み

る
と
、
形
式
的
独
立
性
と
精
神
的
独

立
性
が
あ
る
。
公
認
会
計
士
法
の
規

定
は
主
に
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

倫
理
規
則
で
は
精
神
的
な
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
。

独
立
性
は
、
今
は
監
査
以
外
で
も
い

ろ
い
ろ
な
も
の
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

企
業
の
社
外
役
員
、
い
じ
め
問
題
の
調

査
委
員
会
、
あ
る
い
は
不
祥
事
を
起

こ
し
た
企
業
が
設
置
す
る
第
三
者
委

員
会
な
ど
も
調
査
依
頼
者
や
対
象
か

ら
の
独
立
性
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
独
立
性
の
定
義
を
明

確
に
し
て
い
る
例
は
少
な
く
、
ま
た
定

義
を
決
め
て
い
て
も
形
式
的
な
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
社
会
一
般
が
求
め

て
い
る
独
立
性
を
満
た
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
社
会
一
般
が

求
め
て
い
る
独
立
性
と
は
ど
ん
な
も
の

か
、
考
え
て
み
た
い
。

論
点
の
１
つ
目
は
、
監
査
人
候
補

者
、
社
外
役
員
候
補
者
や
第
三
者
委

員
会
等
の
委
員
の
候
補
者
は
、
誰
が

人
選
す
る
の
か
で
あ
る
。
監
査
人
、

社
外
役
員
で
あ
れ
ば
当
該
企
業
の
ト
ッ

プ
、
第
三
者
委
員
会
等
で
あ
れ
ば
問

題
を
起
こ
し
た
企
業
の
ト
ッ
プ
、
い
じ

め
問
題
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
あ
る
い

は
自
治
体
の
長
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共

通
す
る
問
題
と
し
て
、
人
選
者
の
意

向
を
ど
れ
だ
け
排
除
で
き
る
か
が
独
立

性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
こ

れ
が
大
変
難
し
い
。
明
ら
か
に
人
選
者

の
意
に
反
す
る
行
動
を
取
る
と
思
わ
れ

る
者
を
、
最
初
か
ら
選
ば
な
い
リ
ス
ク

が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
実
態
を
把
握
す
る
手
立
て
は
あ
ま

り
な
い
。
同
時
に
、
こ
の
論
点
の
解
決

方
法
は
い
ま
だ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

論
点
の
２
つ
目
は
、
選
ば
れ
た
人
の

自
覚
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
精
神
的

独
立
性
と
い
う
。
人
選
者
の
事
な
か
れ

と
す
る
意
向
を
忖
度
す
る
者
は
、
精

神
的
独
立
性
は
低
い
と
評
価
す
る
こ
と

に
な
る
。
精
神
的
独
立
性
が
低
い
者

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
監
査
は
、
信
頼
性

が
低
い
。
同
社
外
役
員
は
期
待
さ
れ

る
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同

委
員
会
の
報
告
書
は
、
真
実
を
表
し
て

い
な
い
な
ど
で
あ
る
。

精
神
的
独
立
性
を
説
明
す
る
の
は

難
し
い
が
、
私
の
個
人
的
な
理
解
と
し

て
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
職
務
の
目

的
を
正
し
く
受
け
止
め
、
目
の
前
に
出

て
き
た
事
象
を
誠
実
に
理
解
し
、
自
分

の
意
見
を
持
ち
、
そ
れ
を
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
加
減
な
く
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
、
精
神
的
独
立
性
は
高
い
レ

ベ
ル
と
評
価
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
自
分
の
意
見
は
、
人
選
者
の
意

向
に
反
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
れ
を
恐
れ
な
い
精
神
力
の
保
持

が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
選
ば
れ
た
者

の
内
面
的
な
も
の
な
の
で
、
外
か
ら
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
成
果
物
か
ら
、
推
測
す
る
こ
と

は
あ
る
程
度
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
企
業
か
ら
あ
る
い
は
他

か
ら
発
せ
ら
れ
る
各
種
情
報
と
監
査

報
告
書
の
比
較
、
社
外
役
員
の
存
在

と
会
社
情
報
の
比
較
、
事
件
や
不
祥

事
報
道
と
調
査
報
告
書
と
の
比
較
で
、

ど
の
程
度
納
得
感
が
得
ら
れ
る
か
、
試

し
て
み
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

独
立
性
と
は

公
認
会
計
士 

手
塚　

仙
夫

会
計・監
査

カ
ナ
メ
の
要

金
　
　
融

日
米
首
脳
会
談
で
明
確
に
な
っ
た
日

本
の
役
割

菅
首
相
は
米
東
部
時
間
の
４
月
16

日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
バ
イ
デ
ン

米
大
統
領
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。

終
了
後
の
共
同
声
明
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
両
国
の
同
盟
関
係
を
確

認
す
る
文
言
が
入
っ
た
が
、「
台
湾

海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
」
と

し
て
台
湾
を
声
明
文
に
明
記
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
に
対
抗

す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
強
い
意
思
の

表
れ
だ
が
、
も
う
１
つ
の
大
き
な
狙

い
と
し
て
、
半
導
体
供
給
網
の
確
立

に
む
け
た
日
米
間
で
の
協
力
体
制
確

立
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

米IC Insights

の
調
査
に
よ
る

と
、
世
界
の
半
導
体
生
産
能
力
は
、

ト
ッ
プ
の
台
湾
が
約
22
％
、
２
位
の

韓
国
が
約
21
％
の
シ
ェ
ア
で
、
３
位

16
％
の
日
本
を
上
回
っ
て
い
る
。
電

気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
増

加
と
と
も
に
、
自
動
車
そ
の
も
の
の

需
要
増
加
か
ら
、
自
動
車
産
業
は
す

で
に
半
導
体
不
足
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
自
動
車
産
業
以
外
で
も
半
導

体
の
需
要
は
高
く
、
仮
に
台
湾
有
事

で
半
導
体
の
供
給
が
止
ま
れ
ば
、
ま

さ
に
経
済
安
全
保
障
に
直
結
す
る
大

問
題
と
な
る
わ
け
だ
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
べ
く
、

バ
イ
デ
ン
政
権
は
半
導
体
の
自
国
生

産
を
促
進
す
る
た
め
に
５
０
０
億
ド

ル
の
補
助
政
策
を
打
ち
出
し
、
さ
ら

に
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
韓
国
の
サ
ム

ス
ン
電
子
な
ど
の
外
国
の
大
手
半
導

体
メ
ー
カ
ー
に
協
力
を
求
め
て
い

る
。
今
回
の
日
米
共
同
声
明
に
も
、

こ
の
半
導
体
供
給
網
に
つ
い
て
連
携

す
る
旨
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
対
価
と
し
て
、
尖
閣
諸
島
へ

の
日
米
安
保
の
適
用
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
・
製
造
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
、
東
京
五
輪
開
催
、
北
朝
鮮

の
拉
致
問
題
の
解
決
と
い
っ
た
日
本

の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
諸
問
題
を
総
花

的
に
出
し
て
、
日
米
２
国
間
の
協
力

を
謳
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
イ
デ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
シ
ェ

ア
１
位
と
２
位
が
リ
ス
ク
の
あ
る
台

湾
と
韓
国
で
あ
れ
ば
、
３
位
日
本
へ

の
期
待
が
高
ま
り
、
最
初
の
会
談
相

手
が
菅
首
相
に
な
っ
た
点
に
も
影
響

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
半

導
体
産
業
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
国

自
体
が
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も

大
き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

の
見
方
も
あ
る
。
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証
　
　
券

コ
ロ
ナ
禍
の
も
た
ら
す
不
透
明
感

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年 
４月22日

監査・保証実務委員会実務指
針「訂正報告書に含まれる財務
諸表等に対する監査に関する
実務指針」（公開草案）

JICPA

監保研25号（2012年）、同28号（2013年）を踏襲、統合のうえ、実務指針として
一体化し、監査の実施にあたり優先して実施すべき事項の明確化を図るもの。
監査契約の締結、調査報告書の利用、経営者確認書、監査意見と監査報告書等、
８つの要求事項が示されている。コメント期限は2021年６月22日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210422efb.html

―

2021年 
４月22日

リモートワークを俯瞰した論
点・課題（提言） JICPA

リモートワークに伴う課題について、企業、監査人、情報セキュリティの３つ
の観点から整理し、取りまとめたもの。在外子会社管理のデジタライゼーショ
ン、リモート環境下における監査人とのコミュニケーションに関する課題な
どが挙げられている。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210422fhb.html

―

日
本
株
価
の
新
年
度
入
り
は
、
適

温
上
昇
と
い
う
よ
い
形
で
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
は
一
進
一
退
、
も
た
つ

き
が
目
立
つ
と
の
指
摘
も
あ
る
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
日
経
平
均
が
30

年
振
り
に
３
万
円
を
付
け
た
の
は
２

月
15
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
実

体
経
済
と
比
べ
株
価
は
高
過
ぎ
る
、

バ
ブ
ル
で
は
な
い
か
、
と
い
う
声
が

高
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
の
推
移
を
み

る
と
、
投
資
家
の
行
動
は
慎
重
で
あ

り
、
バ
ブ
ル
と
い
う
評
価
は
当
た
ら

な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

投
資
尺
度
の
代
表
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
現

状
20
倍
強
（
日
経
平
均
採
用
銘
柄
の

平
均
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
歴
史

的
に
み
て
や
や
高
い
と
い
う
レ
ベ
ル

で
あ
る
。
昨
年
秋
以
降
の
株
価
回
復

過
程
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
も
っ
と
高
い

と
こ
ろ
へ
来
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
企
業
収
益
の
回
復
が
予
想
を

上
回
っ
た
た
め
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
上
げ
止

ま
り
か
ら
少
し
低
下
へ
と
転
じ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
株
価
の
動
き
に
は
、
や

は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
昨
年
、
日
本
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
率
、

死
亡
者
数
な
ど
は
、
他
国
と
比
べ
落

ち
着
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
へ
き
て
３
度
目
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
が
検
討
さ
れ
る

に
至
っ
た
う
え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

遅
れ
へ
の
不
安
も
高
ま
っ
て
い
る
。

３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
は
ま
さ

に
サ
ー
ビ
ス
業
の
か
き
入
れ
時
で
あ

る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前
に
発

令
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。
実
体
経
済

へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
こ
の
時
期
は
３
月
期
決
算
会

社
の
実
績
、予
想
の
発
表
と
重
な
り
、

多
く
の
材
料
が
出
現
す
る
た
め
、
株

価
の
動
き
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

目
先
の
経
済
、
株
価
の
不
透
明
感

は
米
市
場
も
同
様
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
、
大
規
模
な
経
済
対
策
の
効
果

で
景
気
急
拡
大
が
進
行
し
て
い
る
。

物
価
上
昇
、
人
手
不
足
な
ど
景
気
の

よ
い
話
が
広
が
っ
て
い
る
。
当
然
、

市
中
金
利
も
上
昇
を
開
始
し
た
が
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
利
抑
制
策
維
持
声
明
を

信
頼
し
て
か
、
金
利
は
上
が
っ
て

い
な
い
。
そ
の
結
果
、
米
株
価
は
４

月
に
入
っ
て
市
場
最
高
値
を
更
新
し

た
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
の
信
頼
関

係
が
い
つ
ま
で
続
く
か
、
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

経理用語の豆知識
PDFに変換された証憑の真正性

PDFに変換された監査証拠とは、紙の文書等の原始文
書を、電子情報として表示、転送、保存のためにPDFに変
換した監査証拠であり、監査人が被監査会社に対して原
始文書をPDFに変換することを依頼する場合と、被監査
会社の業務の効率化を図るために自ら原始文書をPDFに
変換し、電子的に保存する場合がある。原本によって提供
された監査証拠よりも証拠力が弱いとされており、監査証
拠のデジタル変換に伴う監査リスクを考慮し、監査人は、
必要と判断する場合に追加の監査証拠を入手するための
手続を実施することに留意する。

PDFに変換された監査証拠の真正性を確かめるための
手続として、PDFの原本を確認し、また、①入手したPDF
について、その作成に関与する者に対して質問をする、②
他の監査手続で入手した監査証拠を矛盾がないか確かめ
る、③原本の発行者に直接確認を行う、④作成者、作成日
時、更新日時などを確かめる、がある。

リモートワーク形式による監査手続の実施

リモートワーク方式による監査手続の実施または構成
単位の監査人が実施する作業への関与とは、電話回線ま
たはインターネット等の送受信技術を活用して、構成単位
および構成単位の監査人との間で必要な情報を送受信す
ることにより、監査人が、グループ監査チームとして、遠距
離から監査手続の実施または構成単位の監査人が実施す
る作業への関与を実施することをいう。

紙媒体の情報をＰＤＦの形式に変換して入手する場合
やカメラにより撮影した画像の形式で情報を入手する場
合は、原本をＰＤＦ形式に変換する過程や画像データを作
成する段階における改ざんが容易であるが、その検出が困
難である。監査人は、リモートワーク形式による監査手続
の実施においては、監査証拠のデジタル化に伴う監査リス
ク等、想定されるリスクが自ら往査して監査手続を実施す
る場合とは異なることを認識し、入手した情報の真正性を
確認する必要がある。


